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あとがき                          92
はじめに
本書はバナーラシーダース・チャ トゥルヴェーディー編のラームプラサー ド・ビスミルの自
伝 可R積百 ョヽ蒸こiミ｀ :¬「 (き゛ ),ettP「「R7嚢濡 くIHyulく`fミTfミ|`TR¬「'(蘇平聞「 ‐くIHyulく`f≧rfミFrTR¬「'),
…
甲 お ,け ,1958の翻訳である。
著者のラームプラサー ド・ビスミル (1897‐1927「ビスミル」はウル ドゥー 語詩人としての雅









ofthe Freedom Movement in lndia,Calcutta,1963,Π,p494)
この事件では44名が逮捕されその内 15名は証拠不十分で釈放された。29名が当時のインド


















る作家 。ジャーナリス トのユリウス・フーチク (1903‐1943)が刑務所で処刑前に書き残した手









ヴァルマーはそれをカーンプルの Hindustn Republican Associationの同志でジャーナリス
ト・社会活動家で日刊紙プラタープ (Чd Ч)の編集長ガネーシュシャンカル・ヴィディヤール









インド会 (NauJattn Bharat Sabha)の中心的な活動家はバガット・シン,バガヴァティーシャ
ラン・ヴォーラー,スクデーヴ,ケー ダールナー ト・サヘガルなどであったがこれらのグルー
プがやがてバガット・シン,アー ザー ドなどの指導下に 1928年9月に Hindustan SociaLst
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*2 グヮ_リヤル藩王国 (原文は可fⅢて くl報,英語表記では Gwalior State)現在はマッ
ディヤ・プラデーシュ州の北端に位置する地域だが,インドの独立達成まではイン ドー ルやボー




るグワー リヤル市は北緯 26.14°,東経 78.10°に位置する。同県の2001年における人口は約
163万人。










































































*2 当時は 1セー ルは約930グラムに相当したものと考えられる。











































































*3 チャタ_ンク(っこI中)1チヤターンクは16分の 1セー ルに相当する重量単位。(→
苦難の日々 註 **3 セ_ル)








































































































































































*2 ブラフマチャリヤ ヒンドゥー 教で四住期と呼ばれる人生の四つの階梯の第一段に当た
る時期。学生期とか梵行期とか呼ばれる。また,独身を守ること,禁欲することをも意味する。
*3 バクティ道 ( 爺ヽ百 可舌)信愛道とも訳されることがあるが, ヒンドゥー教においてひ
たすら信愛,あるいは,親愛の情により神との関係を持ち絶対的な帰依に至る信仰の在 り方
*4 サンディヤー画  これは本来,昼夜の境目のことを指す。従つて日の出の刻と日没の
刻の二つのサンディヤーがあるが,一部の人は正午にもう一つのサンディヤーを認める。アー
リヤ・サマージにおいては独自の礼拝様式をサンディヤーと称する。朝夕と正午の一日三度に
斎戒沐浴と口すすぎを行い特別のマントラ (ガー ヤ トリー・マントラ)を唱える儀礼。




*6 サティャ_ルタ・プラカーシャ(― y匈1則)アー リヤ・サマージの創設者ダヤーナ
ンダ・サラスヴァテイー師の著作。

















































*1 マッツィーニ Giuseppe Mazzini(1805-72)ジェノーヴァ出身の弁護士。ガリバルディ
などと並びイタリアの独立と統一に尽力した。青年イタリア党の創設,秘密結社への参加,ゲリ
ラ活動,亡命などを経た民族主義者であつたが,共和制を固持した。彼の伝記は早くインドにも











































































































サ 。ラーマクリシュナ ネ1■,スヮーミー・ヴィヴェーカーナンダ*12,スヮ_ミー ・ラーマティー





























*1 ソーマデーヴァ師 ビスミルは師に対してЦtt Чlく オ lo8という敬称を用いている。同
師についての詳細は不詳。
*2 ランジー ト・シング(Hミ1くlЧIヨ寸貯 R括)(1780-1839)19世紀前半に現今のイン ド及
びパキスタンのパンジャーブ地方を中心にした広大な地域に築かれたシク教徒による王国の創
建者。
*3 ハ リドゥワール ぎヒ下 ウッタラーンチャル・プラデーシュ州のガンジス河沿いヒン
ドゥー教聖地。ハル ドゥワールとも呼ばれる。









*6 ラージャー・マヘーンドラ・プラタープ くIЧI喰可 yolЧ(1886-?)アワド・アーグラー










結成に至 りその中心的人物となる。1914年にジュネーヴヘ追放され機関紙 `Bande Mataram'
を発行した。第一次大戦中 ドイツの支援による独立運動を試みたが失敗に終わつた。







*9 ラーホール陰謀事件 は 中 濡  この表現も含めて反英武力抗争事件はすべて
英語でconspiracy,すなわち 陰謀 (団)事件,もしくは,謀議 (団)事件と表現されている。
ヒンディー語での表現にはその訳語が用いられている。1915年2月21日を期してラースビ
ハー リー ・ボース(Rash Bihari Bose),シヤチーンドラナー ト・サーンヤール (Sachindra Nath
Sanyal),カルタール・シン(Kartar Singh),プリトゥヴィー・シン(PrithVi Singh),P・Gピ












*12 スヮ_ミー ・ヴィヴェーカーナンダ (1863‐1902)近代インドの宗教家。ラーマクリ
シュナ・パラマハンサの弟子となり近代インドの宗教や社会面の覚醒に貢献したばかりでなく
インドの民族主義に精神的な基盤を与えたとされる。
ホ13 スヮ_ミー ・ラームティー ル トで可命u最膠Ц1873-1906)パンジャーブ出身の数学者,
ヴェーダーンタ哲学者,思想家。青年たちの民族主義的覚醒や精神の高揚に大きな影響を与え
た。スワーミー ・ヴィヴェーカーナンダの感化を受け出家した。
































ラーマ *3,ラクシュマナ *4,クリシュナ *5, ビ_シュマ *6,ィェス .キリス ト,マッツィー


























































が出来る。腕立て伏せの他にはシールシャ・アーサナ *8とパ ドマ・アーサナ *9をするのがよ
い。部屋には英雄や偉人の肖像画を掲げるのがよい。
(註)


























































































































































とその場を去 りすぐさま宿泊場所を変えた。その時すでにわれわれはライフル 2挺, リボル
















































































*2 マインプリーはシャージャハーンプルの南西,アー グラーから約 10蝕m東方に位置す
る同名県の所在地。










































































































ホ2 『ボルシェヴィキの活動』は原文では `ぜ汗両會ず「そ命 喩く意d"である。内容不詳。*3 『胸打つ波』 原文では`tマ命 ば 'である。内容不詳。*4 大赦令 欧州大戦 (第一次大戦)後の1919年12月23日にインドの政治犯に対する大
赦令が出された。
パ ンデ ィッ ト・ ゲーンダーラール・デ ィー クシ ッ ト*1
パンディットはヤムナー川のほとリバテーシュワル *2近くのマイー村にお生まれになつた。
マ トリキュレーション,すなわち,大学入学資格試験までの英語課程を修めておられた。パン









































































*5 D.A.V.スクールDvanand Angl∝恥dic Schoolの略称。アーリヤ・サマージでの教育
振興運動の一として英国式教育を基盤とする考えの下に各地に設立された教育機関。
*6 シヴァ_ジー 会― 赫+7 シヴァ_ジー い回T命)(1627-80)マラー ター 王国の創建者であるが,近代インドの
独立運動では民族独立運動の象徴的な人物・英雄となつた。
*8 チョゥト(命T)四分の一税。チヨウトとはチョウターイー (ゴゝ 言)と同じで四分の一
の意。マラーターの支配者がその支配地の領主たちから課税評価額の四分の一を上納させたこ
とからの命名。
*9 共犯証人 英語ではapprover(密告者,共犯証人,共犯者告発人)。 ヒンディー語では
サルカーリーガワーフ訳雨ていlqlミ,すなわち,検察側証人。



















































*1 『キャサリン』 ヒンディー語原文では赫 とある。これは恐らくローマ字表記の
`Catherine Breshkovsky'か`Katerina Breshkovskaia(/E.Breshkovsbya)'を音写したもの
と思われる。この作品は帝政ロシアの 19世紀 70年代のナロー ドニチェス トヴォ (人民主義
運動)に参加 してそのため長期の流刑を受け,後に「ロシア革命の祖母 (おばあさん)」 と呼
ばれたロシアの革命家ブレシヨ=ブレシコフスカヤ・エカテ リー ナ (ELterina Breshkosbia(/
Catherine Breshkovsky))(1844-1934)の伝記に拠つたものと思われる。エカテ リー ナは自伝を
著しているのでその英語訳を翻訳したものか,それとも伝記の翻訳なのか,あるいは,それら
を参考にしてビスミルが執筆 したものかは不明である。彼女を紹介したものとして英文では古
くは次のものがある。Blackwell,Alice Stone,ed Little Grandmother of the Russian Revolution,
Ltttle,Brown,1919エカテ リー ナについては後述する。(→「結び」*6)














































































































































































































*1 非協力運動 原文には-3薇 ヽTとある。もともとはM.K.ガーンディーが南アフリカで行つた抵抗運動に発するものであるが,ここではガンディーがインドで指導したイ
ギリスに対する非暴力的抵抗運動,反英非協力不服従運動のうち第一次サティヤーグラハ運動
(1919-22)とも呼ばれるものを指す。1922年1月23日に発生したチャウリー・チャウラーに
おける警察署襲撃事件をうけてガンディーはこの運動を停止した。*2 スヮラージ党("く咄 く。)英語では Swaraj PartyともSwarajya Partyとも記さ
れた。州立法機関への参加を巡つて国民会議派内の対立が生じ立法機関内からの議会闘争の必
要性を説いたモーティーラール・ネルーや C.R.ダースらが 1923年1月に結成 した。
*3 1924年10月に連合州のカーンプルにおいて革命運動家たちが集結し全国的な会議が催
され中央組織 Hindustan RepubLcan Association(インド共和国協会)が結成された。その
中心となったのはバナーラス陰謀事件によリアンダマン島への終身流刑に処せられたが,'20年
2月に大赦により釈放されたシャチンドラナー ト・サーンヤル (1893-1942丁命弓¬T劇1刊|。,
Saぬindranath Sanyal,ショチンドロナ ト・シャンナル),ベンガル (ダー カー)のアヌシーラ
ン党 (オヌシロン・ショミティ)から連合州に派遣されて来ていたヨーゲーシュチャン ドラ・
チャタルジー (189,1967ジョゲシュチョンドロ・チャタジー 」Ogesh Chandra Chatte巧1)や
ラージェーン ドラナー ト・ラーヒリー (Rajendra Nath Lahiri),サティーシュチャンドラ・

























































































































































































































































































































































































































がこの断食闘争の過程で,1929年月13日に Jatin Dasが殉難 したにも拘わらず言及 しな
かつたことについて次のように記 している。“It is somewhat remarkable that Gandhi did not
approve of the hunge卜strike H  studiously omitted any rettrence to the martydom of」atin Das
in his speeches and writings and nb mention ofit w¨madein hおYoung lndia"(R.C Majumdar,









































行われてバンワーリーラールの トランクが一個見つかつた。この トランクに実包入 りの軍用 リ





















































































































*1 紙幣 英領インド時痔には商取引の際使用された 100ルピー以上の紙幣の番号を帳簿
に記録することになっていた。それらの紙幣をナンバリーノー ト (番号紙幣)と呼んだ。*2 ヵンカル 原文では続 とあるが不詳。
*3 チャ_ンダー ー  ナーグプル市から約 13蝕m南方に位置。当時はマディヤ・プラ
デーシュ州に属していたが,現在はマハーラーシュトラ州内。
51






*5 バ_ンクラーずb可 カルカッタの北西約 150klnに位置する西ベンガル州の都市。同
名県の県庁所在地。















タにおいて Hindustan Republic PartyをPratulchandra GanguliやTrailokyanath Chakrabarti




























後の革命運動で重要な活動を行った。カーコー リー 事件以後,Hindustan Sociahst Republcan
Association(Army)の結成に携わるなどパンジャーブ,デリニ,連合州などの広い地域を活
動の場とした。バガット・シンらと共にデ リー やパンジャーブなどで諸々の事件に参加 し第二
のラーホール陰謀事件でも重要な役割を果たした。その際も逮捕されなかつたが,1931年2月









障碍について,カー ス ト観,不可触制,女性観,肉食などを列挙してそれらを乗 り越えて行つ
たことを記しているが,それらはまた彼のみが戦わなければならない問題ではなかつた。
*1°アシュファーク・ウッラ ・ーハーン(Ashfaq Unah Khan)アシユフアークの出自は家格の高
いパターンで何不自由ない家庭に育ったとされる。 (薫〒障研 可日可行,動 蒻青清研―uりIH
計 買衡百T,看― ,1960,T。255)ビスミルとの関係については本文に詳しいが,カー コー
リー事件では直接参加 したlo人の中の1人で,この事件で死刑に処せられた4人の中の 1人
である。彼とシャチーンドラナー ト・バクシーとは1年後に逮捕された。彼はビスミルと並び
ウル ドゥー文学史の中では愛国詩人 (PatriOt―poet)として愛国詩 (PatriOtiC poer“)を詠んだ






























































首を保ちて夢立ち入るな   (アスガル)
(註)
*1 大赦令 政治犯に対する大赦令は 1919年12月23日に発令された。ラームプラサー ド
はこの間マインプリー事件で地下に潜行中であつた。













































































The monument so raised,Inay serve as a lesson to








































































































































































ければならないのだ。農夫はそれで諦めなければならない。一日中ジェー ト月 (陽暦 5～6月)



































































































エカテ リーナは正にこのような活動をしたのであった。生活の糧を得るためにエカテ リー ナの
仲間たちは村に入り着物を縫い靴をこしらえ夜には農民たちに語 りかけていた。私はロシア革
命の偉大なる祖母であるエカテ リー ナの伝記を英文で読んで非常な感銘を受けた。私はすぐさ











国のため千度の命果てるとも   苦しき思いつゆになし





























Sister Ni℃ditaは1908年に入獄前のBhupendra Nath Dattaにマッツィーニの自伝とクルポ
トキンの著作を与えている。(R.C.Maルmd r,Op.Cit.I,p.464)*7 チッタランジャン・ダース(18701925)敬称はデーシュバンドゥ (国の友,兄弟の意)。
ベンガルの法曹界で活躍してきた家系で弁護士の子としてカルカッタに生まれた。英国留学を経
て帰国後カルカッタ高裁で弁護士業を開業。民族運動への理解と志向を深めるなか民族運動に
関連 した裁判官襲撃や爆弾襲撃などによる一連の事件 (Aliporё Bomb Co“piracy Case 1908





の責務以上に重視する一 Scheme of Governlnent and Vinage Organisationにかかわるもの




*10 バーガヴァタ・プラーナ 町平て ヒくIЧ ヒンドゥー教ヴィシュヌ派 (バー ガヴァタ派)
の聖典の一で人口に最も檜突しているプラーナ聖典。
*11 不可触民 原文ではアチュー ト(_)*12 キャサリン 原文には静ネ辱日 とあり(The grandmother ofthe Russian RevcDlution)
と書き添えてある。




























































































































































































*1 処刑 日 1927年12月16日にビスミル自身はゴーラクプル刑務所での自分の処刑 日時
をこの通 り記しているが,R.C.Majumdarによれば,12月18日となっている。M.Guptaに
よればやはり12月19日となっている。
キ2 sir William Sinclair Marris(1873-?)インド政府内務相








*6 ダクシネーシュワル爆弾事件で服役中の Hindustan RepubLcan Associationのメン
バー Pramod ChaudhariがAlipo e Central JailでSupecia  Superintendentを殺害した事
件か。
*7 法定委員会 サイモン委員会 (SimOn COmllnission)イギリスは1919年のインド統治










*1° マ ドラス大会 1927年12月26～28日インドの独立を最終目標と宣言し全政党会議
を開催 し憲法草案の作成を提唱した。






によつて練られたが諸般の事情により実行されずに終わつた。(M GuptaぅoP cit,p261)*13 M.Guptaによるとビスミルは当日の朝母親に宛てた手紙を認めその中に国民へのメッ
セージを残した。部屋を出る際には「バンデーマータラム (母国万歳)Ttt HldくH」「(母なる)
インド万歳丁て HloI命Чq」 を唱えた。次が遺詠であるという。
わが姿消ゆるとも   わが望み尽きるとも  天地の栄え弥増せ
わが息の根の留まるかぎり   わが身に血潮流るるかぎり
汝が名のみわが唇に 汝が光のみわが眼まぐ
処刑場に到着すると次のように叫んだ。  `I wish the dmmfan of British Empire'
遺骸はゴーラクプルの街中を進み香華が手向けられ盛大な葬儀が行われた。(M.Gupta,op.cit.
p.247)



























































































































キ1 シヴ・ヴァルマー バガット・シン,チャンドラシェーカル・アーザー ド,スクデーヴ
らとHindustan Socialist Republican Association(Am呼)の結成に参加 し連合州の組織責任
者になった。後にバガット・シンやスクデーヴが絞首刑に処せられたラーホール陰謀事件の裁
判の特別法廷で 1930年10月に他の6名と一緒に終身流刑に処せられた。








マンマ トナー ト・ グプタ 「ラームプラサー ド・ ビス ミル 自伝」について

































ジー Jogesh chandra Chatte司i輛 ●■ ¬百話 1895-1969)であるが,革命運動家としての古く








シュチャンドラ・バッター チャー リヤ( mヾT7-)とゴー ヴインドチャラン・カー ル
(命階て甲町中|く)とがいた。バナーラス出身ながらベンガル人のMグプタを含めベンガル人
































ラースビハー リー ・ボース (ラシュビハリ・ボース)の右腕とされたシャチーンドラナー ト・
サーンヤール (ショチンドロナ ト・シャンナル Sachindranath Sawal)についてはラームプラ
サー ド・ビスミルの自伝 (「訴追」註 6)とマンマ トナー ト・グプタの「ラームプラサー ド自伝
について」の中ですでに言及した。彼は1920年2月に終身流刑地のアンダマン島から大赦で
釈放されて故郷に戻つたが,やがてインドの武力革命運動の再建に取り組み始めた。しかし,














































































































































































































He is gone to the mountain      And he is lost to the forest;






























ホ2 グル・ゴーヴィンド・シング (F― Rに)護教のためシク教徒を強固な信仰集






ホ6 原文には前 きて 缶長ヨー羊T_… '(Pa‐Germanism)ξ甫 可命w`司由令
でて た キ朦r qlく'(Germaw And The NextヽV蹟)とあるが,原書については不明。*7 バ リン ドロ 可命了 OHl(哺下 (Barindra Kumar Ghosse)(1880-1959)ベンガル出




赫  ウペンドロナ ト・バナジー ベンガル出身の革命運
動家。バ リンドロらと革命思想の一般大衆への普及教育活動に参加 した。
*9ジュガン トル tlll劇( 1906年3月から新聞取締り法令により停刊になる1908年まで























































































































*l Sanyalは1923年9月15～19日にデ リー でインド国民会議派の臨時大会が開催された
際に参カロしていた。
*2 Qutubuddin Ahmed → スミット・サルカール 「新しいインド近代史」IP.333




ネ4 H.G.ウエルズ (Herbert George Wells) (1886-1946)イギリスの小説家,文明評
論家。


















イン ド共和国協会 綱領 と規約  (抄)
名称   本会の名称をThe Hindustan Republican Associationとする。










州組織   通常,各州に下記の5部門のそれぞれ5人の代表をもつて執行委員会を
構成する。州のすべての活動を本委員会が管理する。本委員会のすべての決定は全会一致の議

























































































































































































に努めなくてはならない。 ドイツ (との)戦争 (欧州大戦)がこれほど早く始まるとは考えて
いなかつたので戦略とか作戦計画などについてはわれわれは全く無知であった。ラシュビハリ・
ボースがパンジャーブに移動した後,自分たちはブリタニカ百科事典でStrategyとかWarfare





















































掲載 した 9名の方々の肖像画及び写真の出所はそれぞれ次の通 りです。




ハーン,マンマ トナー ト・グプタ,ガネーシユシャンカル・ヴィディヤールティーヨーゲーシュチャン ドラ・チャタル
ジーの写真





ラームプラサー ド・ビスミル アシユフアーク・ ウッラー・ハーン
ロー シャン・ シ ン ラージェーンドラナー ト・ラーヒリー
シャチンドラナー ト・サーンヤール
マンマトナー ト・グプタ
ゲーンダーラール・ディークシット
ガネーシュシャンカル・ヴィディヤールティー
ヨーゲーシュチャントラ 。チャタルジー
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